


脚羽根とキャスターの隙間にマイナスドライバーを
差し込み、こじるように動かしてキャスターを外して
ください。

イス本体を安定した所へ横向きに置いてください。

新しいキャスターをしっかり奥まで差し込んでく
ださい。使用時に外れると、けがをするおそれ
があります。

ナイロン双輪キャスターを選ばれた時の注意事項

抵抗付ウレタン双輪キャスター・ゴム単輪キャスターを選ばれたときの注意事項

1

2
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キャスターは消耗品です。破損・異音等の以上が発生した場合は速やかな交換をお勧めします。
キャスターについての注意事項

アクト

7 パーツ交換の方法
下記の部品は、ご使用者の手で交換できます。消耗、破損の際は、下記をよくお読みのうえ、部品を交換して末永くご使用ください。

安全上の注意事項 マークは禁止行為を表わします。　　このマークは行為の指示を表わします。

交換するパーツ以外は触れないでください。
ガスシリンダーやスプリングなど高圧パーツを分解するとけ
がをすることがあります。

注意 パーツを交換するときは座面を最高位にして
ください。座面が急上昇して、けがをすることがあります。
注意 パーツ交換作業中は、手袋をしてください。

指をはさむなど、けがをすることがあります。
注意

キャスターの交換

Pタイルのような硬質床でナイロン双輪キャスターを使用すると、キャスターが転がりすぎて転倒し
てけがをするおそれがありますので、抵抗付ウレタン双輪キャスターまたはゴム単輪キャスターをお
選びください。
軟質塩化ビニール床でのナイロン双輪キャスターの使用は避けてください。ナイロン双輪キャス
ターで床面にキズ・凹みが発生することがあります。

軟質塩化ビニール床に含まれるか素材が抵抗付ウレタン双輪キャスターのウレタン部やゴム単
輪キャスターのゴムを侵し、破損・色移り等の不具合が発生する可能性があります。
抵抗付ウレタン双輪キャスターのウレタン部は、使用環境により大きくばらつきますが、加水分解
により自然に経年劣化します。また、床面のワックス清掃時に使用される剥離剤によっても劣化
が促進されますので、破損した場合は早めのキャスター交換をお勧めします。

樹脂脚 アルミ脚

P

P

P 18.9(H:19.1) 20.1(H:20.3) 19.5(H:19.7) 20.7(H:20.9) 19.7(H:19.9) 20.9(H:21.1) 20.3(H:20.5) 21.5(H:21.7) - - - -

P 20.1(H:20.3) 21.3(H:21.5) 20.7(H:20.9) 21.9(H:22.1) 20.9(H:21.1) 22.1(H:22.3) 21.5(H:21.7) 22.7(H:22.9) - - - -

P 22.2(H:22.4) 23.4(H:23.6) 22.8(H:23.0) 24.0(H:24.2) 23.0(H:23.2) 24.2(H:24.4) 23.6(H:23.8) 24.8(H:25.0) - - - -

メッシュ材

18.1
(H:18.3)

19.3
(H:19.5)

18.4(H:18.6)
(E:19.0)(X:19.2)

19.6(H:19.8)
(E:20.2)(X:20.4)

19.0(H:19.2)
(E:19.6)(X:19.8)

20.2(H:20.4)
(E:20.8)(X:21.0)

19.2(H:19.4)
(E:19.8)(X:20.0)

20.4(H:20.6)
(E:21.0)(X:21.2)

19.7(H:19.9)
(E:20.3)(X:20.5)

20.9(H:21.1)
(E:21.5)(X:21.7)

19.6
(H:19.8)

20.8
(H:21.0)

20.2
(H:20.4)

21.4
(H:21.6)

肘なし　540　／　固定肘　665　／　アジャスタブル肘　640～780

PS：再生ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ63％＋ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ37％（座）／SC：ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ100%（座）
ウレタンフォーム

540～615
（H:595～
670)

15.1 (H:15.3)
(E:15.7)(X:15.9)

16.3 (H:16.5)
(E:16.9)(X:17.1)

15.7 (H:15.9)
(E:16.3)(X:16.5)

16.9 (H:17.1)
(E:17.5)(X:17.7)

15.9 (H:16.1)
(E:16.5)(X:16.7)

17.1 (H:17.3)
(E:17.7)(X:17.9)

16.4 (H:16.6)
(E:17.0)(X:17.2)

17.6 (H:17.8)
(E:18.2)(X:18.4)

16.3
(H:16.5)

17.5
(H:17.7)

16.9
(H:17.1)

18.1
(H:18.3)

16.3 (H:16.5)
(E:16.9)(X:17.1)

ポリアミド＋ガラス
-

-
座受け部　粉体塗装、背アウターフレーム　ウレタン樹脂塗装（本体色がGNのJE・SA張地［T1色を除く］のみ）

熱可塑性エラストマー、ポリアミド＋ガラス（背）

995～1110　（H:995～1110）

JE：ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ100％（背）／JB,JV：ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ73％＋再生ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ27％（背）　　 -

ﾍｯﾄﾞｻﾎﾟｰﾄ部

エラストマーバック

1000～1115　（H:1000～1115）（E,X:1150～1265）
1170～1390　（H:1170～1390）

1010～1125　（H:1010～1125）（E,X:1150～1265）
1180～1400　（H:1180～1400）

KG-47■○○(X)＊
KG-47■○○(P)＊
KG-47■○○(H),(P)＊

ポリアミド＋ガラス、張り材 ポリアミド＋ガラス、ポリプロピレン＋ウレタン、張り材
ポリアミド＋ガラス

ポリプロピレン

表面加工

張り材
クッション材

KG-47■○○＊
KG-47■○○(H)＊
KG-47■○○(E)＊

440～555
-

-

ポリアミド＋ガラス
-

ポリプロピレン
ポリプロピレン
金属<鋼>

肘なし - ／　肘付　ポリアミド＋ガラス、ポリプロピレン、ウレタンフォーム（表皮材）構
造
部
材

背ｱｳﾀｰﾌﾚｰﾑ
背ｲﾝﾅｰｼｪﾙ
座ｱｳﾀｰｼｪﾙ
座ｲﾝﾅｰｼｪﾙ
座受け部
肘かけ部

T型肘付

ｱｼﾞｬｽﾀﾌﾞﾙ
肘付

ポリアミド＋ガラス、熱可塑性エラストマー

金属<鋼>

ポリアミド＋ガラス、熱可塑性エラストマー

17.5 (H:17.7)
(E:18.1)(X:18.3)

16.9 (H:17.1)
(E:17.5)(X:17.7)

18.1(H:18.3)
(E:18.7)(X:18.9)

17.1(H:17.3)
(E:17.7)(X:17.9)

18.3(H:18.5)
(E:18.9)(X:19.1)

17.6(H:17.8)
(E:18.2)(X:18.4)

18.8(H:19.0)
(E:19.4)(X:19.6)

17.5
(H:17.7)

18.7
(H:18.9)

脚羽根部
脚支柱部
ランバー部

SA：ポリエステル100％（背・座）　／　 GS,PS：再生ポリエステル63％＋ポリエステル37％（背・座）

幅（脚部除く）
奥行き
（脚部除く）

座面前縁
の高さ

メッシュバック クロスバック
ランバーなし ランバー付

610～830

高さ

寸
法(

単
位
：㎜)

540～615
（H:595～670）（E:540～615）（X:595～670）

ハンガー部
足掛け部 金属＜アルミ＞＋ポリプロピレン

ポリアミド＋ガラス、金属＜アルミ＞

肘なし

機種

項目

KG-45■○○(X)＊
KG-45■○○(P)＊
KG-45■○○(H),(P)＊

KG-45■○○＊
KG-45■○○(H)＊
KG-45■○○(E)＊

KG-43■●●(X)＊
KG-43■●●(P)＊
KG-43■●●(H),(P)＊

KG-43■●●＊
KG-43■●●(H)＊
KG-43■●●(E)＊

KG-41■●●(X)＊
KG-41■●●(P)＊
KG-41■●●(H),(P)＊

KG-41■●●＊
KG-41■●●(H)＊
KG-41■●●(E)＊

KG44■△△＊
KG44■△△(H)＊

KG42■△△＊
KG42■△△(H)＊

樹脂脚 アルミ脚 樹脂脚 アルミ脚
ランバーなし ランバー付

樹脂脚 アルミ脚 樹脂脚 アルミ脚
ランバーなし ランバー付

樹脂脚 アルミ脚

6 記号の説明 ： ■には次の数字が入ります。　　0…肘なし　5…T型肘　7…アジャスタブル肘
　　　　　   ○○には次の記号が入ります。　張地 ： JV、JE
　　　　　   ●●には次の記号が入ります。　張地 ： PS、SA
　　　　　   △△には次の記号が入ります。　張地 ： PS、SC
　　　　　   ＊には次の記号が入ります。　　 M(抵抗付ウレタン双輪キャスター)、 なし（ナイロン双輪キャスター）

（Ｈ）はハンガー付
（Ｅ）はヘッドサポート付 
（Ｘ）はハンガー・ヘッドサポート付
（P）はハイポジションチェア

『家庭用品品質表示法』にもとづく表示

品質表示

重
量(

単
位
：
㎏)


